
平成30年度くまもと県民カレッジ主催講座【後期】

カーシェアリングサービスの利用実態、
無人の車がユーザーのもとまで迎えに
来る完全自動運転シェアリングサービ
スなど、近未来のサービスについて学
びました。

・交通に関連する身体テストや交差点横断の模擬テストは興味深く、このような機会をまた設けて頂きた

いと思いました。

・運転に関しては少し判断力が落ちたとは感じていたが、反応テストで、予想に反して、年相応との結果

となり改めて車の運転がより慎重になりました。

・過去から現在、未来にかけて車社会の変化について学びましたが、これからどのように変わっていくの

か、現在の研究が実現していくのかが楽しみと同時に課題も多いのではないかと感じました。

交通死亡事故の現況、高齢運転者によ
る死亡事故の特徴や要因、高齢運転者
が安心して運転を続けるためにはどう
すればいいのか学びました。

俊敏性測定器で俊敏性年齢の測定
や歩行環境シミュレーターで現実
に近いリアルな横断を体験しました。

交通事故とその対策の歴史について振
り返りや究極の安全性を目指す取り組
み事例などを学びました。

2018年10月19日～12月21日に、
5回にわたって、人と車の歴史
を振り返るとともに未来を予測
し、くらしと交通のよりよいあ
り方について考えました。

自動車の誕生、日本の自動車
の歴史、道路整備や環境問題、
そして自動車の未来について
学びました。

▼敏捷性測定器の体験の様子。
「測定結果が実年齢より若かった」
と喜ぶ受講生も見られました。

▼歩行環境シミュレーターの体験
の様子。雨の日、夕方など、さま
ざまなシチュエーションで体験。


